
 

 

［成果情報名］変色系と形状系の傷害を選別できるエダマメ精選別機 

［要約］エダマメ精選別機は、搬送用傾斜コンベア、搬送部、形状検出部、変色検出部、選別部で

構成され、作業能率が 36～41kg/時間、選別率が 0.34～0.35である。エダマメ精選別機は、作業

人員 2 名、作業規模 2ha 以上で手選別よりも作業コストが低減できる。 

［キーワード］エダマメ、選別機、選別率 

［担当］秋田農技セ企画、山形大学農学部 

［代表連絡先］電話 018-881-3397  
［区分］東北農業・基盤技術（作業技術） 

［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

エダマメは、収穫までの作業の機械化が進む一方で、出荷の最終段階である精選別作業を人手

で行うため、生産規模の拡大に重大な障害となっている。そこで、エダマメの精選別作業を効率

化するため、主要な傷害である変色系と形状系の傷害を判定し、選別できるエダマメの精選別機

を開発し、その作業能力と導入条件を明らかにする。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．エダマメ精選別機は、供給部から投入されるエダマメ莢を 5 条に分離しながら整列搬送する

搬送用傾斜コンベア、傾斜コンベアの搬送速度との間に速度差をつけて莢の引き離しを行う搬

送部、莢の形を光電センサで検出する形状検出部、莢の病虫害による傷害を検出する変色検出

部、エアで良品と不良品に分類する選別部で構成する（図１、表１）。 
 
２．エダマメ精選別機の作業能率は 36～41kg／時間であり、手選別の 2.6～6.8 倍である（表２）。 

 
３．選別精度を示す選別率は、手選別と比較して 0.29～0.30 低下するが、良品莢に対する選別率

は 0.83～0.87 となり、手選別と同等である（表２）。 
 

４．不良品莢の選別率は 0.47～0.53 で、手選別と比較して 0.19～0.25 低下する。なお、“虫害”

や“しみ”などの変色傷害検出率は 0.44～0.54、“1 粒”や“未熟”などの形状傷害検出率は

0.48～0.53 である（表２）。 
 
５．エダマメ精選別機の作業コストは、作業人員 2 名、作業規模 2ha 以上で手選別よりも

低減できる（図２）。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．エダマメ精選別機は、市販の粗選別機による一次選別後の作業を前提とする。 
２．エダマメ精選別機の動作には、家庭用 100V の電源と、別途 1.5ｋＷ級以上のエアコンプレッ

サーが必要である。 
３．作業体系として供給ホッパーとの組み合わせによる安定的な投入が望ましい。 
４．作業前には、良品莢と不良品莢を用いて各検出部の感度調整が必要である。 
５．エダマメ精選別機は、2011 年度に Y 社から市販化の予定である。 
 



 

 

［具体的データ］ 
                           表 1 主要諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ エダマメ精選別機   

 表２ エダマメ精選別機の作業能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
図２ 精選別の単位当たり作業コスト 

                                           （秋田農技セ） 

［その他］  
研究課題名：エダマメ収穫機と選別機の導入実証試験 

予算区分：県単 

研究期間：2007～2009年度 
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注１：選別機、手選別とも粗選別機を通した後の作業コストのみを比較した。
　　　精選別機（想定価格300万円）は供給ホッパー（33万円）との組み合わせ。
　　　手選別は定置状態による。
注２：組作業人員は選別機1.0人、手選別は作業限界（年間作業日数70日で
　　　　1.12ha/人）から逆算して作業人員を1.0～4.0人まで増やした。
注３：作業者の時給は720円とし、１日８時間労働とした。
注４：粗選別後収量500kg/10aとして面積換算した。
注５：耐用年数は７年とし、修理費5%、車庫費0.38%、資本利子2%を計上した。

全 幅 (mm) 2160
奥行き (mm) 570
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項目 作業能率 良品莢率
試験区 (kg/時間) (%)

庄内3号 36 0.34 ( 0.06 ) 0.87 0.47 0.44 0.48 19.6
雪音 41 0.35 ( 0.03 ) 0.83 0.53 0.54 0.53 37.9
雪音 6～14 0.64 ( 0.04 ) 0.92 0.72 0.76 0.65 34.9

注7:良品莢率＝（全良品莢／全莢）×100

選別率

注3:不良品選別率＝不良品判定に含まれる不良品莢／全不良品莢

注6:手選別の作業能率は、作業員一人あたりの換算値

注4:変色傷害選別率＝不良品判定に含まれる変色系傷害莢/全変色系傷害莢

注5:形状傷害選別率＝不良品判定に含まれる形状系傷害莢/全形状系傷害莢

品種

エダマメ選別機

手選別
注1:選別率＝良品選別率＋不良品選別率－1, (　 )内数値は標準偏差を示す。

注2:良品選別率＝良品判定に含まれる良品莢／全良品莢
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